弁護士　弁理士　石角完爾のファイルから（２００８年１月１８日）

　私が去年の４月１７日の「石角完爾のファイルから」で予想したとおり、まずはObamaがIowaで勝利しました。

　これは、黒人が白人の女に勝ったのではなく、急速で劇的な「変化」を求める人々が穏やかな変化を求める人々に勝ったと考えます。共和党でも同じく急速な変化を求める人が暫進的変化主義者の候補者に勝ったのです。ヒラリーでは変化、特に急速な変化は望めないとアメリカ人は思ったのです。

　New Hampshireはニューイングランドだから人々は黒人に投票しないだろうからヒラリーが強いだろうと予想されますが、私はデュカキスがIowaで負けてNew Hampshireで勝った時とは違うような気がします。ヒラリーはビルとモニカとの下半身出来事の時に決然と離婚してWhite Houseを自分１人でおん出ていれば、彼女に変化のフォース（力）を感じ取ってオバマといい勝負に持ち込んだでしょうが、「自分が（大統領として）White Houseに戻って来るために（First Ladyとして）White Houseに居残った」という矛盾に国民は“偽善”を感じ取り、真の「変化」のフォースを彼女に感じられないとアメリカ人は思っていると思います。それよりケニアの高原の羊飼いの息子、高校生の時にコカインを吸ったことを認めた「正直」さ‥偽善者ではない‥をアメリカ人は歓迎しているのでしょう。さてNew Hampshireでどうなりますか？

　急激な変化を求めているアメリカ人に対し、日本人は変化を嫌う人々です。今後も日本は「変化しない」ことに国家としての存在価値を求めていく必要があります。何故なら日本以外の国々はアメリカも含めて全て急速な変化を原動力として成長しているから、日本が他の国と同じでは存在価値がありません。
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